
資料３

調査審議に係る説明資料

（安全・安心に暮らせる地域づくり関係）





成
果
指
標

背
景
・
要
因
の
分
析

(1
)刑
法
犯
認
知
件
数

【
達
成
】

犯
罪
抑
止
対
策
強
化
事
業
に
お
け
る

「
ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動
」
の
普
及
促
進
及
び

自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
支
援

の
ほ
か
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
、
暴
力

団
総
合
対
策
、
国
際
テ
ロ
対
策
な
ど
の

各
分
野
に
お
け
る
防
犯
講
話
、
対
処
訓

練
等
を
実
施
し
た
結
果
、
刑
法
犯
認
知

件
数
は
基
準
値
か
ら
マ
イ
ナ
ス
5,
5
25
件

と
減
少
傾
向
に
あ
り
、
目
標
値
の
達
成
に

影
響
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(2
)配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
設

置
数 【
進
展
遅
れ
】

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、

北
部
地
域
・
離
島
含
む
県
内
６
か
所
に
設

置
し
、
平
成
3
0
年
度
で
1
,7
6
1件
の
D
V
相

談
を
受
け
付
け
る
等
、
広
域
的
な
Ｄ
Ｖ
被

害
者
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
平
成
2
7
年
2
月
に
相
談
連
携
型

と
し
て
開
設
し
た
「
沖
縄
県
性
暴
力
被
害

者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、
施

設
を
整
備
し
、
令
和
元
年
8
月
に
病
院
拠

点
型
へ
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
迅
速
な

医
療
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
達
成
状
況
は
進
展
遅

れ
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
引
き
続
き
各
市

に
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
設

置
を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
警
察
や
児

童
相
談
機
関
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携

を
よ
り
一
層
強
化
し
、
D
V
被
害
者
支
援

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

政
策
ツ
ー
ル

事
業
・
取
組

（
事
業
年
度
）

事
業
の
種
別

事
業
費

（
う
ち
国
費
）

事
業
の
概
要

目
標
値

実
績
値

達
成
状
況

犯
罪
抑
止
対
策
強
化
事
業

（
H
2
4
年
度
～
R
３
年
度
）

（
警
察
本
部
）

県
単
事
業

3
1
百
万
円

（
０
百
万
円
）

「
ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動
」
の
浸
透
・

定
着
と
、
県
内
各
地
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
自
主
防
犯
活
動

の
拡
大
、
活
性
化
を
図
る

【
H
3
0
年
度
目
標
】

自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
数

【
H
3
0
年
度
実
績
】

自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
数
（
7
1
4
団
体
）

達
成

サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
事
業

（
H
2
4
年
度
～
R
３
年
度
）

（
警
察
本
部
）

県
単
事
業

７
百
万
円

（
０
百
万
円
）

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
係
る
広
報

啓
発
活
動
や
各
種
解
析
機
器

等
の
整
備
と
技
術
支
援
を
行

う

【
H
3
0
年
度
目
標
】

サ
イ
バ
ー
犯
罪
検
挙

【
H
3
0
年
度
実
績
】
サ
イ
バ
ー

犯
罪
検
挙
（
年
次
・
1
3
3件
）

達
成

暴
力
団
対
策
事
業

（
H
2
4
年
度
～
R
３
年
度
）

（
警
察
本
部
）

県
単
事
業

１
百
万
円

（
０
百
万
円
）

暴
力
団
排
除
活
動
の
気
運
を

高
め
る
た
め
、
各
種
暴
排
講

話
を
実
施
す
る

【
H
3
0
年
度
目
標
】

不
当
要
求
防
止
責
任
者
講

習
3
0
回

【
H
3
0
年
度
実
績
】

不
当
要
求
防
止
責
任
者
講

習
3
1
回

達
成

女
性
相
談
所
運
営
費

（
H
2
4
年
度
～
R
3
年
度
）

（
子
ど
も
生
活
福
祉
部
）

県
事
業

各
省
計
上

4
5
8
百
万
円

（
1
7
0
百
万
円
）

Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
の
充
実
を

図
る
た
め
、
女
性
相
談
所
一

時
保
護
所
の
拡
充
や
保
護
命

令
支
援
、
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
行
う

【
H
3
0
年
度
目
標
】

・
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
設
置
数
６
ヶ
所

・
D
V
被
害
者
の
自
立
支
援

【
H
3
0
年
度
実
績
】

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
数
６
ヶ
所

・
D
V
被
害
者
の
自
立
支
援

（
保
護
命
令
支
援
、
住
宅
支

援
等
4
6
件
）

進
展
遅
れ

性
暴
力
被
害
者
等
支
援
事

業 （
H
3
0
年
度
～
R
3
年
度
）

（
子
ど
も
生
活
福
祉
部
）

県
事
業

各
省
計
上

3
0
百
万
円

（
3
百
万
円
）

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
相
談
支
援
等
業
務

実
施
、
相
談
支
援
員
、
医
療

関
係
者
研
修
の
実
施

【
H
3
0
年
度
目
標
】

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
の

相
談
支
援
業
務
実
施
、
医
療

関
係
者
研
修
の
実
施

【
H
3
0
年
度
実
績
】

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

の
相
談
支
援
業
務
実
施
、
医

療
関
係
者
研
修
１
回
実
施

達
成

成
果
指
標

目
標
値
（
R
3
年
度
）

基
準
値

実
績
値

達
成
状
況

1
.
刑
法
犯
認
知
件
数

1
0
,0
0
0
件
以
下

1
2
,4
0
3
件
（H
2
3）

6
,8
7
8
件
（
H
3
0）

達
成

2
.
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
数

８
か
所

６
か
所
（
H
2
3
）

６
か
所
（
H
3
0
）

進
展
遅
れ

3
.
交
通
事
故
死
者
数

3
3
人
以
下

4
5
人
（
H
2
3
）

3
8
人
(H
3
0
）

進
展

4
.
水
難
事
故
発
生
件
数

6
8
件

7
7
件
（
H
2
2
）

6
6
件
（
H
3
0
）

達
成

5
.
消
費
者
啓
発
講
座
受
講
者
数

1
0
,0
0
0
人

8
,8
9
0
人
(H
2
3
）

1
0
,6
2
7
人
（H
3
0）

達
成

主
な
予
算
事
業

将
来
像

Ⅱ
沖
縄
ら
し
い
自
然
と
歴
史
、
伝
統
、
文
化
を
大
切
に
す
る
島

基
本
施
策
番
号
・
名
称

２
-
（
４
）
社
会
リ
ス
ク
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
確
立

施
策
展
開
番
号
・
名
称

２
-
（
４
）
-
ア
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

沖
縄
2
１世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
等

検
証
シ
ー
ト

総
点
検
報
告
書
（
素
案
）
p
4
1
0

1



政
策
ツ
ー
ル

背
景
・
要
因
の
分
析

(3
)
交
通
事
故
死
者
数

【
進
展
】

交
通
安
全
対
策
・
飲
酒
運
転
根
絶
対

策
事
業
に
お
け
る
交
通
安
全
教
室
の
開

催
や
講
話
等
の
実
施
及
び
交
通
安
全
施

設
の
整
備
等
に
よ
り
、
交
通
事
故
死
者

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
全
人
身

事
故
に
占
め
る
飲
酒
絡
み
事
故
及
び
死

亡
事
故
の
構
成
率
が
平
成
29
年
か
ら
２

年
連
続
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
を
脱
却
す
る

な
ど
、
一
定
の
効
果
が
現
れ
、
進
展
し
て

い
る
。

(4
)水
難
事
故
発
生
件
数

【
達
成
】

沖
縄
県
水
難
事
故
防
止
協
議
会
等
を

通
じ
、
県
警
等
と
連
携
し
て
水
難
事
故
防

止
等
に
つ
い
て
広
報
を
行
う
と
と
も
に
、

危
険
箇
所
に
転
落
防
止
柵
を
設
置
し
た

こ
と
か
ら
、
目
標
を
達
成
し
た
。

(5
)消
費
者
啓
発
講
座
受
講
者
数

【
達
成
】

消
費
者
啓
発
講
座
の
周
知
や
消
費
者

教
育
の
重
要
性
・
講
座
活
用
の
呼
び
か

け
を
強
化
し
た
。
ま
た
、
講
師
間
の
情
報

交
換
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
修
等
で
講
座
内

容
の
充
実
・
質
の
向
上
に
も
努
め
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
学
校
、
福
祉
団
体
、
業
界

団
体
、
行
政
等
様
々
な
団
体
の
幅
広
い

層
か
ら
講
座
申
込
が
あ
り
、
目
標
を
達
成

し
た
。

将
来
像

Ⅱ
沖
縄
ら
し
い
自
然
と
歴
史
、
伝
統
、
文
化
を
大
切
に
す
る
島

基
本
施
策
番
号
・
名
称

２
-
（
４
）
社
会
リ
ス
ク
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
確
立

施
策
展
開
番
号
・
名
称

２
-
（
４
）
-
ア
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

沖
縄
2
１世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
等

検
証
シ
ー
ト

事
業
名

（
事
業
年
度
）

事
業
の
種
別

事
業
費

（
う
ち
国
費
）

事
業
の
概
要

目
標
値

実
績
値

達
成
状
況

公
共
交
通
安
全
事
業

（
H
2
4
年
度
～
R
３
年
度
）

（
土
木
建
築
部
）

県
事
業

ハ
ー
ド
交
付
金

1
,7
4
4
百
万
円

（
1
,3
9
5
百
万
円
）

防
護
柵
や
道
路
照
明
、
視
線

誘
導
標
等
の
交
通
安
全
施
設

を
設
置
し
、
交
通
事
故
の
抑
制

を
図
る

【
H
3
0
年
度
目
標
】

事
故
危
険
箇
所
設
計

（
交
通
安
全
施
設
の
整
備
）

【
H
3
0
年
度
実
績
】

事
故
危
険
箇
所
設
計
：
1
箇

所
の
整
備
を
実
施

（
交
通
安
全
施
設
の
整

備
）
：
1
0
箇
所
整
備

達
成

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

費
（
補
助
事
業
）

（
H
2
4
年
度
～
R
３
年
度
）

（
警
察
本
部
）

県
単
事
業

各
省
計
上

6
5
4
百
万
円

（
2
6
2
百
万
円
）

交
通
信
号
機
の
改
良
・
更
新

や
交
通
管
制
シ
ス
テ
ム
の
充

実
・
高
度
化
等
を
行
う

【
H
3
0
年
度
目
標
】

交
差
点
信
号
機
の
集
中
制

御
化
7
6
9
件

【
H
3
0
年
度
実
績
】

交
差
点
信
号
機
の
集
中
制

御
化
7
6
9
件

達
成

飲
酒
運
転
根
絶
対
策
事
業

費 （
H
2
4
年
度
～
R
３
年
度
）

（
警
察
本
部
）

県
単
事
業

1
1
百
万
円

（
０
百
万
円
）

自
治
体
・
事
業
所
・
飲
食
店
等

と
の
連
携
や
交
通
安
全
教
育

等
に
よ
り
飲
酒
運
転
根
絶
に

向
け
た
県
民
意
識
の
高
揚
を

図
る

【
H
3
0
年
度
目
標
】

交
通
安
全
教
育
の
実
施

【
H
3
0
年
度
実
績
】

交
通
安
全
教
室
の
開
催

（
1
,2
5
9
回
）

達
成

臨
時
河
川
等
整
備
事
業
費

（
河
川
）

（
H
2
5
年
度
～
R
3
年
度
）

（
土
木
建
築
部
）

県
単
事
業

9
1
0
百
万
円

（
0
百
万
円
）

河
川
で
の
水
難
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
転
落
防
止
柵
等

の
設
置
を
行
う

【
H
3
0
年
度
目
標
】

転
落
防
止
柵
等
の
設
置

【
H
3
0
年
度
実
績
】

転
落
防
止
柵
等
の
設
置

達
成

消
費
者
啓
発
事
業

（
H
2
4
年
度
～
R
3
年
度
）

（
子
ど
も
生
活
福
祉
部
）

県
単
事
業

2
1
3
百
万
円

（
0
百
万
円
）

消
費
者
の
商
品
ト
ラ
ブ
ル
の
未

然
防
止
や
被
害
拡
大
防
止
、

消
費
選
択
の
能
力
向
上
を
図

る
た
め
の
意
識
啓
発
に
取
り

組
む

【
H
3
0
年
度
目
標
】

消
費
者
啓
発
講
座
1
5
0
回

【
H
3
0
年
度
実
績
】

消
費
者
啓
発
講
座
2
5
0

回
達

成

水
難
救
助
車
等
整
備
事
業

（
H
2
8
～
H
2
9
)

（
名
護
市
）

市
町
村
事
業

ソ
フ
ト
交
付
金

6
5
百
万
円

（
5
2
百
万
円
）

海
洋
レ
ジ
ャ
ー
等
に
お
け
る
市

民
や
観
光
客
等
の
水
難
事
故

に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
水

水
難
救
助
車
等
を
整
備
す
る
。

【
H
2
9
年
度
目
標
】

水
難
救
助
車
両
の
配
備
完

了

【
H
2
9
年
度
実
績
】

水
難
救
助
車
両
の
配
備
完

了
達

成

主
な
予
算
事
業

2



政
策
ツ
ー
ル

背
景
・
要
因
の
分
析

将
来
像

Ⅱ
沖
縄
ら
し
い
自
然
と
歴
史
、
伝
統
、
文
化
を
大
切
に
す
る
島

基
本
施
策
番
号
・
名
称

２
-
（
４
）
社
会
リ
ス
ク
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
確
立

施
策
展
開
番
号
・
名
称

２
-
（
４
）
-
ア
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

沖
縄
2
１世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
等

検
証
シ
ー
ト

税
制
等

軽
減
措
置
の
名
称
（対
象
年
度
）

適
用
数
量
・
金
額

（
2
4
～
2
9年
度
）

目
標
値
（
33
年
度
）

実
績
値
（
29
年
度
）

達
成
状
況

―

沖
振
法
条
文
番
号
・見
出
し

実
施
主
体

成
果
（
例
）

―

努
力
義
務
・配
慮
義
務
・特
例
措
置

3



県警本部

事業説明資料

１．犯罪抑止対策強化事業

【事案概要】 犯罪のない安全で安心して暮らせる沖縄県の実現を目指して、

「ちゅらさん運動」の浸透・定着と、県内各地で取り組まれて

いる自主防犯活動の拡大、活性化を図る。

【平成30年度事業実績】刑法犯認知件数：6,878件（目標値：10,000件以下）

主な取組内容

○ 防犯アドバイザー支援要員の活用

賃金職員（防犯アドバイザー支援要員）を採用し、各警察署を拠

点に、各地域における自主防犯パトロール隊と連携した防犯活動

や、青色回転灯車両による防犯パトロール（通学路の見守り、乗物

盗、万引き等の抑止対策）を実施

○ 自主防犯ボランティアの活性化

自主防犯ボランティア活動の活性化を図るため、防犯ベスト、帽

子、青色回転灯等の物品支援や、タイムリーな防犯情報の提供、新

規団体の立ち上げ支援等を実施

２．サイバー犯罪対策事業

【事業概要】 サイバー犯罪の抑止及びサイバーテロの発生を未然に防止す

るため、サイバー犯罪の事件検挙のほか、各種解析資機材の整

備、サイバー犯罪・サイバーテロ対策に必要な人材の育成及び

県民のサイバーセキュリティ意識の向上を目的とした各種広報

啓発活動に取り組む。

◎サイバー犯罪の検挙活動の強化

解析機器の整備 ⇒ＰＣやスマホの解析、証拠収集

◎サイバー犯罪防犯啓発活動

被害防止講演やセミナー ⇒児童被害防止、中小企業のセキュリティ意識の向上

◎サイバーテロの防止

重要インフラ事業者との連携 ⇒連絡協議会の開催
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３．暴力団対策事業

【事業概要】 暴力団を社会から追放・壊滅し、県民の安全、社会の平穏を

確保するため、暴力団排除気運を高めるとともに、暴力団犯罪

及び薬物・銃器事犯の徹底取締りを実施する。

【平成30年度事業実績】不当要求防止責任者講習の実施：31回

(受講者数：約1,300人)

※ 不当要求防止責任者講習

暴力団等の反社会的勢力による不当な行為による被害を防止するた

め、必要な法令・知識・対応要領について、各地方公共団体、事業所等

から選任された責任者を対象に講習を実施

４．交通安全施設整備事業

【事業概要】 交通の安全を確保する必要がある道路について、事故実態

の調査・分析を行い、計画的かつ重点的に交通安全施設等整

備事業を推進することにより、交通環境を改善し、交通事故

防止と交通の円滑化を図る。

※ 交通信号機の集中制度化

多くの信号機を設置している交通量が多い地域において、効率よく

信号制御を行うため、交通管制センターと信号機をコンピュータで接

続し、それぞれの信号機を交通量に応じコントロールして交通渋滞解

消を図る。

集中制御化
（交通管制センター）

信号機

情報収集 分析

車両感知器

交通流監視カメラ

制御指令
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５．飲酒運転根絶対策事業

【事業概要】 重大事故に直結する飲酒運転の根絶のため、各年齢

層等に応じた交通安全教育や各種広報啓発活動等を行

うことで、飲酒運転根絶に向けた県民意識の高揚を図

り、飲酒絡み事故を防止することで、交通死亡事故の

抑止を図る。

※ 平成29年、平成30年の２年連続で、飲酒絡み事故の構成率が全国ワーストを脱却

※ 平成29年、平成30年の２年連続で、飲酒絡み事故の構成率が全国ワーストを脱却

【平成30年度事業実績】 交通事故死者数：38人（前年比－６人）

交通安全教育の実施：1,259回
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